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＜病棟連絡事項＞
・お盆の会議予定の変更あり。WIZ掲示板を確認して下さい。
・参議院選挙についてWIZ掲示あり確認して下さい。
・第2回法人研修について病棟にメールが届いておりますので各自確認し入力の上、返信
して下さい。
＜ベッドコントロール＞
・船木　惠美子様～本日、退院となっている。
・東病棟のベッド状況逼迫次第では転入の可能性あるとの事。

＜患者連絡事項＞
・小山　仁様～6/24～分臨時薬7日分処方頂いている。
・立花　一輝様～ミヤBM　3P　3×毎食後　菅野Dr不在の為、小柳Drより1日分処方頂い
ている。
・川崎　隆志様～6/27（月）14：00～ＧＨライフベースはしかみ見学となる。SW付き添い
にて見学し、送迎はＧＨが行うとの事。

・松川　順子様～生活福祉課：立花氏とリモート面会行う。現在、通帳に貯蓄がたくさん入っているため、生活保護を一旦打ち切る説明され、「分かりました」と納得されている。再度、申請はできるとの事。生保がいつで切れるかは、本日面談内容を上司に報告してから決まるとのこと。書類は、後日病院に郵送されるとのこと。
・神田　直樹様～本人が電話後「受給者証が届いたって母が言ってたよ。」というため母に確認。実際届いたのは「障害区分認定通知書」であり母がこれを役所に持参したところ就労先が決定してからでないと発行出来ないと言われたとの事。また下長のホワイトハイツも現在空きがあるがこれも就労先、退院日が決まってないと入居出来ないと言われてきたとの事。この件についてPSW西舘さんへ報告している。
＜要注目患者様ケース検討＞
・小栗　健太郎様～表情の冴えなさあるが情動不安定さや不安言動は無い。口調、対応は
落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・立花　一輝様～不安感はあると話すも過度となる事は無く切迫性は無い。口調、対応落ち着いており病的体験に左右された言動も無い。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・河村　哲久様～気分変動や痙攣発作は無い。口調、対応落ち着いている。軽度倦怠感は
持続していると話すが日課への支障はない。バイタルサイン異常無し。引き続き身体、精神症状の観察を行っていく。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・前田　拓子様～7/14に障害区分変更の調査を予定していると報告。処方内容は継続。
・山本　嗣教様～みちのく記念病院への転院ためFAXで情報提供しており現在返事待ちである事報告。本人の状態も特変無く処方内容継続。
・神田　直樹様～以前からではあるが同室者への被害妄想様の言動がある事情報提供する。（「鼾で威嚇されている」など。）現在認定調査結果待ち。生活保護について質問があり今後住所が確定してから進めて行った方が良いとアドバイスを受けている。処方の変更はない。本人希望にてフェルビナクスチック1本処方。
・中　誠太郎様～「俺の人生も終わりだ。自分で自分の人生を選べない・・。」と悲観的言動や「あたしは何も悪い事していない。病気ではない」等病識の乏しさ退院出来ない事への不満言動が聞かれている。退院先の受け入れがないと退院が難かしい事を再度本人にお伝えしている。南山苑への申し込みをすすめている。処方の変更なし。
・西村　義男様～ケアマネが短期入所先を確保しており長男と調整中の様子を確認したいが確認が取れていないため、再度確認を進めて行く。本人は家族より電話でアパートに戻る方向で進めていると話されたとの事で、退院先について家族へ再確認するよう指示あり。6/28には日赤受診がある事についても報告。
・佐々木　康子様～自室内での排尿行為について再報告。病棟のルールについて本人に確
認し周知徹底していく。また施設への退院について説明すると拒否的
言動聞かれている。今年の9月で本人が満65歳となる為、高齢者サー
ビスも視野に入れ検討していくように指示あり。処方変更無し。
・阿部　文香様～口調、対応落ち着いており特変無し。処方変更無し。
＜自己服薬管理検討＞
・鳴瀬　裕之様、前田　拓子様、西村　義男様、神田　直樹様～
4名セット、内服共に問題なく実施出来ている。引き続きミスがないように援助、観察を続けていく。
・退院が近づいている患者様、入院前に服薬問題があった患者様、今後独居であり本人の服薬管理能力が必要である患者様について都度評価していき導入をカンファレンス内で検討していく。

